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対象 ?

• 学部、修士課程、社会人でこれから
Bioinfomatics の分野への就職を考えている人

• 博士課程、ポスドクで他の分野から
Bioinfomatics の分野へ就職先を探している人

• 研究者で Bioinfomatics という分野の今後につ

いて意見を持つ人



自己紹介を兼ねて ~松本先生の話～ （１）



~松本先生の話～ （２）



~松本先生の話～ （３）



神経回路学会誌 （２００４） ~藤田先生の話～ （１）



Bioinformaticsに関する問題提議 神沼先生ら

1. 日本の理論系の人たちは、きれいごとばかりしていて、現
場で実質的に役に立つような研究が少ない。

2. 日本では Bioinformaticsのアカデミック分野での就職は良

くない。ポストが絶対的に少ない。

3. 今後は網羅的DBよりも、特定のFocusされたものの方が
価値が出るだろう。 （ex.日本地図vs食べ歩き地図）



Interview   和田前所長、八尾先生ら

• Q: 外国では理論家と実験家との間がうまく行っているが、日

本ではかけ離れた関連のない研究が別々に行われることが
多い。
– 外国 : 何をしたいのか、何を明らかにしたいのかが研究

の動機になっている

– 日本 : 研究内容は自分の出身の研究分野（故郷）に留まる傾向

• 流行や金銭目的で方向を決めるのではなく、何が目標なの
か、何をしたいのかを若いときから常に考えておいた方が良
い。
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理論系の研究者として実験系研究室に入る

• 玄人受けする解析より、単純なものの方がグループ内で
の受けが良い

• 理論系研究者が主導権を握るような研究がしにくい

（グループ内でもポストを作ろうとしない）

• コアになる学問を持つことが必要だが、バランスが難しい

（役に立たないきれいごとの学問になりがち）

• 情報系研究者は、DB 管理などの仕事に追われ、情報理
論などを問題にする/できる人は少ない

• 実験系研究室では、Bioinformatics はデータを整理する
仕事で、研究ではない？

学ぶことが多く極めて有意義だが...
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理研が陥りやすい問題 （１） 雇用の流動化

• 長期的研究予定が立たない

• 技術、ノウハウが簡単に失われる。

• この状況下でも派閥、年功序列が起こる

• 出入りの業者が研究室を一番良く把握している。
– 政治家（研究者）と官僚（業者）のような関係

• しかし、この分野だからこそ成り立つ？
– 過去の積み重ねがあまり大きな意味を持たない

– 人材の使い捨てでも仕事が何とか回る



理研が陥りやすい問題 （２）

• 異なる分野の人が集まるため、相手の言っていることが
解らない。優れているかどうかも見極められない

• 日本人は長期雇用のポジションを好む傾向があるため、
理研が人材の吹き溜まりになっていく可能性あり

• 厳しい成果主義がDBのデータを悪化させる

• 研究員は不安定なので技術員として採用される例も

• 研究予算の中に人件費が入っているので、雇用を確保し
ようと何でもいいから予算を獲得しようとせざるを得ない
（アイデアが先に来なくなると研究がおかしくなる）




